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①題名 
スポーツ雑誌の歴史社会学――ベースボール・マガジン社のメディア史 
 
②全体要旨 
本論文は、ベースボール・マガジン社の雑誌史を整理しながら、なぜ、人々はスポーツを

「見る」「する」だけでは飽き足らず、雑誌を通して「スポーツを読む」という行為を選び

取っていたのか、雑誌の誌面はそれとの関わりで、どのように変容したのかについて検討し

ている。 
ベースボール・マガジン社は、戦後初期から今日に至るまで様々な専門誌を刊行し、人々

に広く読まれていた雑誌出版社（1950 年代後半の野球雑誌は 50 万部も発行）である。同社

の存在は、戦後のスポーツ出版・スポーツ文化を考えるうえできわめて重要な存在である。

だが、論壇誌や大衆雑誌などに関心を置くメディア史研究では、これらの雑誌が考察の対象

となることはなかった。スポーツ社会学でもメディアを扱う領域は存在するが、そこでは、

テレビや新聞といったマス・メディア上でのスポーツ表象は多く扱われるものの、これらス

ポーツ雑誌というメディアが戦後社会の社会においてどのような意味を持っていたのかに

ついて検討されることはなかった。 
本論文は、ベースボール・マガジン社の雑誌資料や関連文献を掘り起し、同社の変遷やそ

の誌面の変容過程を歴史社会学的に跡付けることで、「なぜ、テレビや新聞を通して試合結

果を知るだけでは飽き足らず、あえて事後的に雑誌で読んだのか」「そこには、テレビや新

聞とは異なる、どのようなスポーツ雑誌独自のメディアとしての機能があったのか」につい

て考察している。 
同社の雑誌や関連資料を通覧して明らかになったことは、スポ―ツ雑誌と「教養」の結び

つきである（ただしここでの「教養」とは、スポーツ雑誌の内容が実際に知的だったかどう

かではなく、スポーツ雑誌を取り巻く人々が「知的さ」を見出そうとする認識の次元にある）。

もちろん全ての読者が「教養」を求めて読んでいたわけではなく、「遊び」や「気晴らし」

としてスポーツ雑誌を手にとる人々もいただろう。だが、戦後初期のスポーツ雑誌の誌面上

には、「教養」や「高尚さ」を語る編集者や読者の声が少なからず存在していたのである。 
ベースボール・マガジン社の雑誌は、戦後初期においては読者を知的な意味で指導する

「啓蒙」志向を掲げていた。こうした編集方針は、読者からもまたスポーツ雑誌でありなが

ら総合雑誌のような「高尚な本」であると支持を受け、読者欄にも「高い教養を備えたファ

ン」の議論の場としての期待が寄せられていた。 
さらに現在のスポーツ出版社としての姿からは想像できないが、1960 年代には小田実ら

当時の著名な文化人を擁した論壇誌や、ソ連の情報誌を発刊するなど、社会・文化・芸術に

関係する出版事業を展開した。では、なぜスポーツ雑誌上では「教養」が語られ、スポーツ

出版社であるはずのベースボール・マガジン社が論壇誌を出すに至ったのか。そして、こう

した雑誌文化は、いかなる社会背景のもと、衰退し、消滅したのか。これらの問題について
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時系列的に検討を行うことによって、本稿は現代社会におけるスポーツとメディアの関係

性を問い直している。 
 
③章構成 
 本稿は以下のような章構成となっている。 
序章 スポーツ雑誌と「教養」はなぜ結びついたのか 

1.問いの設定 
2.先行研究との差異 
3.分析視角と研究方法 
4.構成 

第Ⅰ部 野球雑誌における啓蒙志向の盛衰 
第一章 女性ファン誌から国民体育誌へ――戦時期における指導的スポーツ雑誌の成立 

1.早慶戦に沸くファン雑誌 
2.指導するスポーツ雑誌 
3.国民体育誌の戦死 

第二章 インテリ気分を満たす野球雑誌――占領期における啓蒙志向の受容 
1.アメリカを語る「権威」の発見 
2.アメリカ野球を語る社会的エリート 
3.修養主義の下で説かれるアメリカニズム 
4.啓蒙志向の内面化 

第三章 啓蒙志向の後景化――高度成長期における変容 
1.「見る雑誌」への転換と平凡文化との近接 
2.啓蒙志向と娯楽志向の軋轢 
3.読み易い週刊誌と国民的娯楽 59 

第Ⅱ部 総合出版への派生 
第四章 スポーツ出版王国への拡大――1950 年代における啓蒙志向の模索 

1.野球からの飛翔 
2.総合スポーツ出版社の成立 
3.オリンピックへの期待 

第五章 マイナースポーツ誌の屈折――東京オリンピック前後における読者共同体の文化 
1.「知的なスポーツ」としての強調 
2.啓蒙メディアとしてのサッカー雑誌 
3.基軸メディアとしてのサッカー雑誌 
4.「読むスポーツ」とメディアとしての雑誌 

第六章 一流出版社への憧れと頓挫――1960 年代での社会・文化・芸術領域への派生 
1.趣味の指導 
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2.一般分野へのスピンオフ 
3.啓蒙志向の蹉跌 

終章 教養主義的スポーツ雑誌の時代と終焉 
 
④各章の要約 
各章の概要については以下の通りである。 
第 1 部において、野球雑誌における啓蒙志向の盛衰を戦時から戦後の社会状況を踏まえ

ながら跡付けた。具体的にまず第 1 章では、終戦時における『ベースボール・マガジン』創

刊の前史として、ベースボール・マガジン社の創設者である池田恒雄が編集長として携わっ

た戦時期の『野球界』の変容を検証している。出版史では『野球界』が戦時期、時局に応じ

て誌名改題を「余儀なくされた」とするエピソードがしばしば語られてきた。一方で日中戦

争が勃発する 1937 年、折しも池田が編集長に就いた当時の『野球界』は、意外にも女性読

者の存在が強調されるファン誌であった。では、ファン誌としての性格は、戦時社会の進展

とともにどのように変容していったのか。当時の出版バブルや「国防国家体制」の理念、ま

た野球や相撲などの大衆スポーツの社会的な位置づけなどに着目しながら、総力戦体制下

でのスポーツ雑誌の変容プロセスを解明した。 
 続く第 2 章では、1946 年に創刊された『ベースボール・マガジン』を取り上げながら、

占領期における野球雑誌の展開を整理・検討した。『ベースボール・マガジン』は、終戦直

後の野球雑誌創刊ブームのなかで、「啓蒙」志向を掲げた。スポーツ記者以外の論者として、

精神科医で東大教授でもあった内村祐之のような知識人を積極的に起用し、読者もまたこ

れを支持した。今日ではスポーツ雑誌の主要論客として大学教授がスポーツ論を披瀝する

状況などあまり想像できないが、なぜ当時の『ベースボール・マガジン』は野球雑誌であり

ながら誌面に東大教授を登場させたのか。『ベースボール・マガジン』において啓蒙志向が

選び取られ、読者からも支持された背景を、「ベースボール＝アメリカ＝デモクラシー」と

いう占領期特有の野球言説の展開などから考察した。 
 第 3 章でも引き続き、『ベースボール・マガジン』を対象に、高度成長期における野球雑

誌の変遷を分析している。1950 年代、『ベースボール・マガジン』はそれまでの啓蒙志向と

しての「読む雑誌」から、「見る雑誌」への方針転換を図った。その方針転換は、単に一雑

誌の変化に留まらず、背後にはスポーツ新聞、テレビの登場といったメディア環境の再編成

とともに、野球の社会的位置づけの変化など、当時の歴史社会的な文脈が存在した。こうし

た「読む雑誌」から「見る雑誌」への転換は、50 年代末の週刊誌ブームにおける『週刊ベ

ースボール』の創刊として帰結した。この『ベースボール・マガジン』の方針転換に対して、

啓蒙志向を支持していた読者はどのように反応したのか。『ベースボール・マガジン』の「見

る雑誌」化、さらに『週刊ベースボール』の創刊に至るプロセスを当時のメディア環境や社

会状況の下で検討した。 
 そのうえで、第 2 部では、野球雑誌での啓蒙志向が、ベースボール・マガジン社刊行の他
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の雑誌へと派生していく過程を検証した。第 4 章では、野球雑誌運営が軌道に乗る 1950 年

代、ベースボール・マガジン社が野球以外の種目を扱った専門誌を創刊していった様子に着

目する。その名の通り野球雑誌社を標榜したベースボール・マガジン社が、なぜ相撲、陸上、

プロレスなど相次いで専門競技誌を刊行したのか。各雑誌において啓蒙志向はどのように

展開されたのか（あるいはされなかったのか）、それとの関連で各スポーツにはどのような

イメージが付与されたのか。1950 年代におけるベースボール・マガジン社の他競技専門誌

創刊の動きを追った。 
 そのようなベースボール・マガジン社の動向をふまえながら、第 5 章では東京オリンピ

ック前後に刊行されたマイナースポーツ誌の社会的機能について、より具体的に考察を行

った。野球や相撲などに比べて、テレビや新聞などであまり取り上げられることのないマイ

ナースポーツは雑誌上でどのように論じられ、それを愛好するファンは雑誌をどのように

受容したのか。1965 年に創刊された『サッカーマガジン』を中心に、読者のみならず協会

関係者なども含めたマイナースポーツ愛好者が、雑誌という媒体に仮託した期待やコンプ

レックスを明らかにした。 
 そして第 6 章では、ベースボール・マガジン社および姉妹会社である恒文社が、1960 年

代に展開していた社会・文化系雑誌の出版を扱った。ベースボール・マガジン社が「スポー

ツ出版王国」としての地位を確かなものにしていく 1960 年代、一方でベースボール・マガ

ジン社の創設者にして社長であった池田恒雄は恒文社を設立し、当時論壇誌や男性向け週

刊誌、ソ連の情報誌の翻訳版を創刊するとともに、東欧系の文学・芸術に関する全集も刊行

した。なぜ池田は、スポーツ雑誌の刊行だけではなく社会・文化に関する雑誌・書籍の出版

事業にも乗り出したのか。スポーツと社会一般への関心がいかに接続するのかを問うため

に、ベースボール・マガジン社のスポーツ雑誌から社会・文化系出版への派生の力学を明ら

かにした。 
 終章では、ベースボール・マガジン社の展開を俯瞰したうえで、現代のスポーツ雑誌のあ

り様とそれを取り巻くメディア状況にも触れながら、啓蒙志向に支えられてきた戦後のス

ポーツ雑誌文化の可能性と限界について考察した。 
 
⑤まとめ 
ベースボール・マガジン社において啓蒙志向が選び取られた背景には、主幹・池田恒雄の

学生時代における教養体験が大きく関わっていた。同郷の英文学者に憧れ、英語教育を志望

していた池田は、高度成長期において娯楽性の強い野球週刊誌が成功しても、啓蒙志向を手

放さずそれを発揮できる場を求め、スポーツ以外の文化や芸術に関する出版事業を展開し

ていったのである。 
重要な点は、戦後初期まで啓蒙志向を支え、積極的に受容しようとする読者が存在してい

たことにある。そこには、社会的な大衆教養主義の潮流がうかがえる。それはいわば、スポ

ーツ雑誌を通して「知」に触れようとする、背伸びの規範であり、高等教育における教養主
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義の動きともいくらか重なるものであった。具体的には「民主主義」や「近代社会」を説く

アメリカ野球論などのように、野球というスポーツを題材にしながら社会的な理念を語り

読む態度が誌面上では共有されていた。裏を返せば、そのことは、戦後のひところまでは、

教養主義の価値規範がスポーツの語りを後押ししていたことがうかがえる。 
こうした規範は、読者共同体として編集者と読者のコミュニケーションの場としての雑

誌ゆえに共有されたものであった。読者投稿欄などを設けている雑誌は、同じ関心を持つ者

どうしの「想像の共同体」を生み出す機能を有する。それを考えれば、ベースボール・マガ

ジン社の雑誌は、スポーツを語りながら自分たちの「教養」を確認し、スポーツをめぐるア

イデンティティを確認し合うメディアであった。それは、読者の対象がマスに開かれた幅広

い新聞や、反対に個人に閉じた書籍ではなく、特定の関心を抱く読者に対して編集者がコミ

ュニケーションを図るという雑誌の形式ゆえに共有可能であったといえよう。 
スポーツと教養の接合は、1960 年代にもなると、テレビやスポーツ新聞の普及（に伴う

速報性の優位）や消費文化の浸透、そして何より（高等教育のインフレ化に伴う）教養主義

の没落などが相俟って、徐々に成立が困難になっていった。 
啓蒙志向としてのスポーツ雑誌出版には、スポーツだけに興味を閉じず、社会に埋め込ま

れたスポーツの意味を問う視座があり、それは今日のスポーツとメディアの関係を問うう

えでも示唆に富むものである。個別種目の技術という限られた領域に特化するわけでもな

く、かといって、スポーツを個人のドラマチックな物語としてある種、心理主義的に受容す

るのでもなく、そこから公的な社会のあり方や「知的なもの」を論じようとする営みがあっ

たことは、ともすれば自明視されがちな現代のスポーツの語りを相対化し、それがどのよう

に創られてきたのかについて、示唆を与えるものである。 
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